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学校運営協議会における主な評価内容
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身につけた力（基礎的汎用的能
力）を認識し、なりたい自分につい
て自信をもって語る。

・自分の思いを表出する場の設定、個に応じた指導の
充実。
・「自分なりの見方や考え方をもって、意見交換を積極
的に行っている。」Ｒ７：３２％→Ｒ８：４０％

故郷で働き人や地域発展に尽力
する人の思いを聞き、自分の生き
方と結びつけて考える。

・地域と連携した郷土教育、特色ある教育の充実
・各学年のふるさとキャリア教育の取組の記述。
・「ふるさとキャリア教育」を通して、地域を学ばせ、自
分の生き方と結びついて考えさせている。R８：８０％

１年間の取組で考えた自分の将来
や故郷の未来について地域に発
信する。

・FUTERE　PLAN　１年：「地域を知る活動」、２年：「地
域を支える人々」、３年：「地域を切り拓く活動」の充実
・各学年の地域に発信する取組の様子やその結果。

自分のなりたい自分を表明し、実
現のための努力を事実で語る。

・全校統一した教室掲示等の指導の工夫とその評価
・「自分のなりたい自分を表明し、実現のための努力を
事実で語る」R７：２８％→R８：３５％

仲間のなりたい自分を理解し、実
現のための努力を認め合う。

・生徒発信の行事の位置づけ、キャリア教育の指導の
充実
・「仲間のなりたい自分を理解し、実現のための努力を
認め合う。」R７：４３％→R８：５５％

仲間の挑戦を認め、失敗しても支
え合い、新しい自分を創出。

・生徒主体の活動、生活を振り返る場の設定、学年集
会等での指導の充実
・「仲間の挑戦を認め、失敗しても支え合い、互いに高
め合おうとしている。」R７：６７％→R８：７５％

自分の見方・考え方をもち、意見交
換を積極的に行う。

・教科の学び方の定着、対話的学習の設定、議論す
る道徳等の授業改善
・「自分なりの見方や考え方をもって、意見交換を積極
的に行っている。」Ｒ７：３２％→Ｒ８：４０％

相手の見方・考え方を聞き、新たな
見方・考え方に気づく

・対話的学習の設定、議論する道徳等の授業改善
・「相手の見方や考え方から、新たな見方や考え方の
発見ができるように話を聞き、自分の考えを深めたり
広げたりしている。」Ｒ７：３７％→Ｒ８：４５％

互いの見方・考え方のよさをいか
し、新たな見方・考え方を創出

・ICT活用、振り返りの場面での評価
・タブレットを活用し、資料収集したり発表したりしてい
る。Ｒ７：３３％→Ｒ８：４５％

令和８年度　高山市立国府中学校　学校経営の重点及び自己評価　　　校長　竹林　一彦　
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本年度新たな学校の重点
具体的な実践内容または観点

（手立てとしてどうか、または達成度はどうか）
※評価は、４段階の最上位のもの

分析と改善点


